
静岡県藤枝市健康福祉部地域包括ケア推進課
認知症地域支援推進員 横山麻衣

認知症の人とともに築く地域



藤枝市の認知症施策のあゆみ

Ｈ30～Ｒ2
・本人ミーティングの開催（本人同士でより良い暮らし、地域について話し合う場）
・認知症対策委員会→認知症施策推進会議 →名称変更へ

Ｒ3～Ｒ5
・本人発信を推進！本人が講師となる出前講座の開催
・藤枝版本人ガイド「あなたへ」
・本人が認知症施策推進会議の委員に

Ｈ27～Ｈ29
・本人の声を聴く取り組み 認知症の人と家族を対象とした「こころの声アンケート」の実施
・認知症の人を介護する家族のための交流会(ケアラーズカフェ)開始

国
H27新オレンジプラン

認知症高齢者等に
やさしい地域づくりを推進

国
R1 認知症施策推進大綱

「共生」と「予防」を車の両輪
認知症の人が尊厳を希望を持って

認知症とともに生きる

国
R6 共生社会の実現を推進するための

認知症基本法 施行
共生社会の実現を推進

認知症の
本人発信を加速！

市全体で

Ｒ7～ 認知症とともに生きる
共創のまちづくり計画を施行！

・共生社会の実現に向けて
認知症施策を総合的な取組として推進

令和６年４月１日施行
藤枝市認知症とともに生きる
共創のまちづくり条例



本人がさまざまな場面で活躍！

仲間とともに動画で発信

本人同士で話し合う
～暮らしやすいまちにむけて～

中学生や企業との交流
～ともに生きることへの理解を深める～

本人が講師の出前講座 ～本人の言葉で伝える～

さまざまな方法で本人が発信！
「声から学ぶ」を大切に！

認知症の人が参画する認知症施策の推進



(令和6年4月1日施行)

今、認知症とともに生きている人も、
これから認知症になる私たちも、誰もが
安心して認知症とともに生きることができるまちづくりを、
一人ひとりがそれぞれの個性と能力を発揮し、
創意工夫により新たな発想や取組、
仕組みを創出する「共創」により推進することで、
誰もが個性と能力を発揮し自分らしく暮らすことができる
活力ある共生社会を創っていく。

藤枝市の認知症施策について



藤枝市の認知症施策について

認知症施策の基本となる考え方
 どのような年代や状態であっても、どこで暮らしていても、
全ての認知症人が個性ある一人の人として、
さまざまなことに挑戦し、自分らしく暮らし続ける。

 認知症とともに生きることの理解を深め、
一人ひとりが認知症について「新しい考え方」へ変えていこう。

 子どもから大人まで、一人ひとりが個性と力を生かし合い、
創意工夫により新たな発想や取組、仕組みを創出し、

    みんながくらしやすいまちを共に創る。



こころの声アンケート(H27)や本人ミーティング(R2～)等
さまざまな場面での本人の声

やりたいこと
・買い物に行きたい。自分で品物を見て選びたい。
・自分でご飯を作って満杯のお花を仏様にあげたい。
買ったお花はすぐに萎えるからダメ。ご飯も自分で炊いて山盛り供えたい。

・焼津の友人に会いたい。
・人から洋裁の仕事を頼まれると嬉しいし、頑張れる。
・蓮華寺池公園を一周歩けるようになりたい。

生きがい
・愛妻との時間、将棋をやっている時。
・読書をして分からなくなった言葉を辞書で調べること。
・娘と息子のこと、家族全員が元気でいること。
・元気で野菜作りをすること、土と仲良くなること。
・大学生の孫がいる。その子が卒業するまでは頑張りたい。
孫が成功するまで元気でいてあげたい。

条例の基となった認知症の人の声や意見

自分らしい暮らし、
当たり前の暮らしは
人それぞれ（人権）

認知症施策の起点は本人の声



日々の暮らしで感じること
・できないことはあるけど、できることはたくさんある。
・仕事をしている限り会社のプラスになりたい。
・認知症はなってみないと分からないことが多くある。
・簡単なことしかやらせてもらえないことがある。
相手は良かれと思っているけれど、本人は自分でやりたいだよ。
失敗も勉強になる。

・今できることをやっていきたい。
・年をとると自然なこと。
・支えてくれる人だけでなく、一緒にやる人がいるとよい。
・“（認知症の人に）こういう時にはこうしましょう”と考えることが
他人事だと思う。
自分だったら、自分が認知症になったらという視点で考えて欲しい。
そういうのはやっぱなる前から考えていた方がいいと思いますね。

・一番怖いのは先入観。
認知症だからと周りが決めつける。気力をなくす。

力を活かしたい
自分事として考える

認知症施策の起点は本人の声

先入観が暮らしに
大きく影響する



わたしが思う“安心して認知症とともに生きることができるまちに必要なこと”

・当たり前は人それぞれ ・子どもの頃から認知症について知る機会がある
・本人の声を発信する ・いずれは認知症になるという自分事としての理解
・本人が希望を持てる ・本人がやりたいことを続けられる
・工夫を一緒に考える ・失敗しても良いから挑戦できる環境
・買い物での支払いが安心してできる ・安心して移動できる交通手段がある
・認知症になってからも働ける ・家族も働き続けられる
・できないところを分かってくれる ・困ったときに頼める、相談できる
・水路等の蓋や安全な歩道 ・声をかけ繋げる役割の人が多くいる
・自分から意思表示できる・家族のケア ・本人も家族も垣根を作らず集える
・柔軟に声がかけられる、助け合いが自然にできる
・本人が自分で相談しやすい場所がたくさん あること

世代や立場を超えて共に考える
誰もが安心して認知症とともに生きることができるまちづくりに向けて、
多様な世代（中学生や高校生も）や立場の方と、共に考え、話し合いを
始めています。

本人と出会い
共に過ごす・対話を重ね
新しい認知症観へ



見守り隊
で活躍中

私はどう思われているかな？

市・町の情報交換会に参画し
立ち位置確認

一日一善
ひとりでは
生きていけ
ない

本人の声から必要なつながり、サポート、環境を考える



本人の声から
必要なつながりや
サポートを考える。



他にも…



市役所でも～本人の声を起点に～
地域防災課、道路課、河川課水害対策室、
感染症対策課、健康推進課、介護福祉課、
健康企画課、農業振興課、教育政策課、
市民相談センター兼消費生活センター、
生涯学習課、こども発達支援課、図書課、
交通安全・地域安全課、産業政策課、
男女共同参画・多文化共生課、商業振興課、
地域交通課、福祉政策課、建築住宅課、
藤枝市立総合病院地域医療連携室、人事課

暮らしやすいまちに向けて
分野を超えて話しあう。

本人の暮らしは、
さまざまな分野とのつながりや関わりがある！

「ために」から『ともに』へ
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